
初
代
松
江
市
長
一
福
岡
世
徳
文
書

（
三
）

竹
　
　
永

三
　
　
男
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今
回
は
、
本
誌
第
七
号
（
一
九
九
一
年
三
月
）
に
引
続
き
、
福
岡
世
徳
文
書

の
中
、
松
江
市
長
在
任
時
代
の
「
公
務
手
帳
」
（
現
存
全
十
冊
）
の
第
一
冊
を

翻
刻
す
る
。
本
冊
収
録
記
事
の
中
心
は
、
福
岡
世
徳
が
「
五
州
一
県
請
願
委
目
昌

の
一
員
と
し
て
行
っ
た
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
の
帝
国
議
会
請
願
及
び

政
府
要
路
へ
の
陳
情
活
動
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
地
方
都
市
（
県
都
）
の
市
長

が
行
う
、
こ
う
し
た
活
動
の
実
際
が
、
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
筆

ま
め
な
福
岡
世
恵
は
、
東
京
往
復
の
旅
に
つ
い
て
、
そ
の
行
程
か
ら
旅
費
に
至

る
ま
で
、
こ
れ
ま
た
詳
細
に
書
き
留
め
て
い
る
。
我
々
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

当
時
の
旅
の
具
体
的
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
竹

永
「
旅
を
す
る
市
長
－
初
代
松
江
市
長
⑧
福
岡
世
恵
の
旅
1
」
井
ヶ
田
良
治
外

編
『
歴
史
の
道
⑧
再
発
見
』
第
5
巻
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
A
、
一
九
九
四
年
、
参
照
）
。

　
本
冊
の
翻
刻
は
、
一
九
九
〇
年
に
近
現
代
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
学
生
が
担
当
し
、

竹
永
が
全
体
に
わ
た
っ
て
校
閲
し
た
。
参
加
者
は
以
下
の
諸
君
で
あ
る
。

　
大
阪
理
恵
（
■
）
名
原
恭
子
（
皿
）
西
山
一
徳
（
■
）
松
本
恵
理
子
（
■
）

　
勝
部
智
明
（
1
）
杉
本
貴
弘
（
1
）
古
尾
谷
由
規
子
（
1
）
前
田
和
彦
（
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
（
）
内
は
当
時
の
学
年
〕

　
ま
た
、
一
九
九
三
年
度
の
「
日
本
史
講
読
皿
」
の
授
業
で
も
、
本
史
料
を
テ

キ
ス
ト
の
一
冊
に
使
用
し
た
。
受
講
生
は
、
以
下
の
諸
君
で
あ
る
。

　
浅
田
正
規
（
W
）
山
本
賢
司
（
皿
）
勝
部
直
美
（
■
）
曽
根
高
み
き
（
■
）

福
島
幸
宏
（
皿
）

〔
凡
例
〕

　
翻
刻
に
際
し
て
は
、
漢
字
⑧
カ
タ
カ
ナ
の
原
文
を
漢
字
⑧
ひ
ら
が
な
に
改
め
、

句
読
点
を
適
宜
補
っ
た
外
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
、
記
述
上
の
変
更
を
行
っ

た
。①

文
中
の
改
行
は
と
く
に
行
わ
ず
、
本
誌
の
一
行
字
数
に
従
っ
た
。

②
漢
字
は
原
則
と
し
て
、
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

③
抹
消
が
単
な
る
誤
記
の
場
合
は
、
訂
正
さ
れ
た
文
字
の
み
を
記
し
た
。
ま
た
、

　
抹
消
さ
れ
た
部
分
が
判
読
で
き
る
箇
所
は
、
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
、
抹
消
範
囲

　
を
こ
こ
で
注
記
し
た
。

④
判
読
不
明
文
字
は
、
そ
の
字
数
に
従
い
口
で
示
し
た
。

⑤
原
注
は
、
（
）
、
校
閲
者
注
は
n
］
で
記
し
た
。

山
陰
地
域
研
究
（
伝
統
文
化
）

第
十
号
　
　
一
九
九
四
年
三
月

二
二
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初
代
松
江
市
長
④
福
岡
世
徳
文
書
（
三
）

〔
翻
刻
〕

［
福
岡
世
恵
「
公
務
手
帳
」
第
一
冊

タ
テ
九
二
二
㎝
　
ヨ
コ
ニ
ニ
⑧
八
㎝

公人戸
民口数

　
　
　
　
内

　
　
　
一
級

　
　
　
二
級

　
　
　
三
級

一
田
反
別

一
畑
反
別

一
宅
地
反
別

一
池
沼

一
山
林

一
原
野

一
雑
種
地

市
有
財
産

一
耕
宅
地

一
山
林

一
建
物

国
税

竹
永
三
男

一
八
九
一
年

本
文
六
八
ぺ
ー
ジ
］

　
八
六
八
八

三
五
八
〇
四

　
二
六
七
〇

　
四
五
七
、

　
四
八
八
、

二
一
五
六
、

　
　
　
二
、

　
一
五
五
、

　
　
　
一
、

　
九
三
九
、ノ＼

四一七○四五六二
’’’’’’’○五一
○一○○○○二三一二
三〇六一六一九〇四六

○
、
一
九

五
、
二
九

二
九
九
坪

廿
二
年
度

　
　
　
直
接

一
直
接
国
税

　
　
　
内
訳

　
一
地
租

　
一
所
得
税

　
　
　
間
接

一
間
接
国
税

　
　
　
内
訳

　
一
酒
税

　
一
醤
油

　
一
車

　
；
冗
薬

　
一
姻
草

　
一
度
量
衡

　
一
銃
猟

　
一
牛
馬
売
買

　
一
諸
印
紙

惣
計二

〇
三
〇
六
〇
九
四
三

四
八
三
六
、
〇
四
四

三
七
三
六
、

一
一
〇
〇
、

〇
四
四

八
九
九

一
五
四
七
〇
、
八
九
九

八
五
九
四
、
四
二
八

二
三
五
四
、
六
九
五

　
三
〇
五
、
二
五
〇

　
二
五
三
、
八
○
〇

　
四
六
七
、
四
〇
〇

　
　
一
六
、
六
一
九

　
　
　
　
　
　
マ
　
マ

　
　
六
〇
、

　
　
　
一
、
○
○
〇

　
一
九
六
五
、
〇
七
四

　
　
　
但
訴
訟
印
紙
を
除
く

　
　
地
方
税
　
惣
計

　
　
　
　
　
　
㌧
∫
　
　
ミ

廿
二
年
度

一
地
方
税
　
　
　
　
　
一
五
三
一
、
六
八
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
二
七
五
、
二
七
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
∫
　
　
圭
　
　
㌧
∫
　
　
㌧
∫
　
　
㌧
∫
　
　
ミ
　
　
＼
∫
　
　
㌧
∫

　
　
　
内
訳

一
四



一
地
租
割

ニ
ロ
ゾ
数
割

一
営
業
雑
種

一
貧
民

六
五
一
、
　
一
〇
〇

一
四
六
五
、
〇
三
八

一
四
一
五
、
四
七
〇

五
〇
三
、

廿
三
年
度
救
助
を
受
け
し
も
の
麟

私
は
商
工
業
の
こ
と
は
至
て
不
案
内
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
敢
て
商
工
業
の
こ
と

に
付
て
曝
を
容
る
㌧
こ
と
は
出
来
ま
せ
ぬ
が
、
し
か
し
此
度
有
志
諸
君
が
発
起

と
し
て
大
坂
表
に
於
て
常
物
□
扱
所
を
設
け
ら
れ
る
＼
こ
と
［
と
脱
か
］
な
り

ま
し
て
、
原
文
助
君
が
為
め
に
明
日
発
足
、
彼
地
に
趣
か
る
㌧
こ
と
と
な
り
ま

し
た
こ
と
は
、
誠
に
我
が
松
江
市

　
野
津
岩
、
安
来
梅
、
松
村
リ
キ

大
坂
楳
田
停
車
場
前
、
内
国
通
運
会
社
支
店

楯
縫
郡
国
富
村
大
字
西
代
廿
三
番

　
久
家
定
四
郎

西茶
町
　
宮
本
徳
助
方

一
大
野
よ
り
山
口
へ
伝
言
の
こ
と

　
御
屋
敷
御
道
具
を
他
人
に
見
せ
る
こ
と
井
刀
剣
取
扱
の
こ
と

一
中
島
よ
り
津
田
輔
へ
伝
言
の
こ
と

一
井
上
正
一
刑
事
訴
訟
講
義
高
橋
依
頼

一
桑
原
小
四
郎
よ
り
佐
藤
喜
八
郎
、
北
尾
次
郎
へ
伝
言

〔153〕

饅
別
貰
ひ
た
る
先

　
　
　
岡
崎
捨
太
郎

　
　
○
桑
原
小
四
郎

　
　
　
谷
口
馬
太
郎

　
　
○
小
川
善
淵

　
　
○
富
谷
□
銭

　
　
○
高
橋
口
銭

　
　
○
吉
田
□
□
□

「
高
橋
、
山
本
、
藤
岡
、

　
　
○
本
多
千
之
助

　
　
帰
□
□
口

中
村
、
渡
部
寛
、

佐
藤
梅
、
三
島
、

長
尾
」

十
一
円
〇
四
銭
六
厘

三
円
○
八
銭
八
厘

二
円
三
十
五
銭

二
円
七
十
五
銭

一
円

一
円
五
十
銭

一
円
十
一
銭

二
円
九
十
銭

三
十
一
日

四
円
二
十
五
銭

同
日

大
坂
迄
費
用

名
古
屋
迄
費
用

名
古
屋
よ
り
東
京
迄
汽
車
賃

名
古
屋
宿
料

禄
太
郎
渡

帽富
士
見
軒
食
費

不
明

二
十
六
日
よ
り
三
十
一
日
迄
宿
料

山
陰
地
域
研
究
（
云
統
文
化
）

第
十
号
　
　
一
九
九
四
年
三
月

一
五
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初
代
松
江
市
長
⑧
福
岡
世
恵
文
書
（
三
）

六
円
　
　
　
　
　
　
　
禄
太
郎
に
渡
す

二
月
六
日

一
円
　
　
　
　
　
　
　
小
数
賀
へ
恵
与

十
日

二
円
　
　
　
　
　
　
　
禄
太
郎
渡
す

二
十
一
日

三
円
　
　
　
　
　
　
　
禄
太
郎
渡
す

二
十
三
日

一
円
　
　
　
　
　
　
　
禄
太
郎
へ
渡

二
十
八
日
夜

三
円
　
　
　
　
　
　
　
園
山
へ
学
校
牛
旅
費
戻
す

二
円
　
　
　
　
　
　
山
口
へ
返
済

三
月
七
日

一
　
一
円
五
十
銭
　
　
禄
太
郎
へ

大
阪
江
戸
堀
上
通
一
丁
目
　
野
津
栄
七
方
　
山
城

雪
村

　
三
幅
□

左
右
山
水

　
　
　
　
　
紙
本

中
　
布
袋

口
□
竹

　
　
　
　
弐
幅

梅
道
人

　
蒔
絵
硯
箱

竹
永
三
男

　
梨
地
□

交
趾
　
香
櫨

備
前
国
友
□

備
前
国
則
宗

長
光

備
州
長
船
兼
光

帰
国
の
際
贈
物

一
松
平
伯

一
安
井
山
口
、
雨
森
、
田
中

二
二
村
　
缶
詰

一
杉
元
資
　
海
苔

一
津
田
輔
三
郎
　
洋
服
ボ
タ
ン

一
北
尾
　
家
内
へ
一
封

一
椎
野
よ
り
海
苔

一
林
林
よ
り
瓶
詰

二
局
橋
基
一
よ
り
ハ
ン
ケ
ツ

岡
本
へ
嘱
托
物
晶

一
洋
服
下
着
　
　
　
　
　
上
下
　
弐
枚

一
メ
リ
ヤ
ス
シ
ヤ
ツ
　
　
壱

一
海
苔
箱
入
　
　
　
　
　
壱
　
椎
野
よ
り
贈
り
し
分

一
魚
肉
瓶
詰
　
　
　
　
　
壱
　
林
よ
り
贈
り
し
分

一
巻
紙
　
　
　
　
　
　
　
三
包
み

ニ
ハ



〔15ユ〕

一
ツ
ボ
ン
　
　
　
　
　
壱

心
覚一

山
口
亮
よ
り
養
子
と
実
女
と
の
結
婚
手
続
き
の
こ
と

一
右
送
籍
の
こ
と

一
刑
事
訴
訟
法
講
義
上
巻
既
刻
壱
円
廿
五
銭

　
下
巻
三
月
下
旬
出
版
壱
円
五
十
銭

一
海
苔
一
把
、
和
田
よ
り
石
川
に
托
せ
ら
る
。
髭
形
二
つ
和
田
よ
り
壱
つ
は
松

井
□
太
郎
方
へ

一
雨
森
よ
り
神
谷
吉
之
進
に
伝
言

一
山
口
亮
へ
三
円
六
十
銭
借
用
の
内
弐
円
返
弁
す
。

一
杉
元
資
よ
り
桃
家
之
事
依
頼

一
山
口
よ
り
大
野
に
伝
言

天
皇
は
戦
を
宣
し
和
を
講

一
月
廿
日
、
午
后
三
時
松
江
発
船
、
同
七
時
米
子
に
着
、
全
所
米
五
に
投
宿
。

廿
一
日
、
午
前
六
時
過
米
子
出
発
、
根
雨
に
て
昼
飯
報
迄
、
午
后
一
時
四
十
分

全
所
駕
に
て
出
発
、
板
井
原
迄
。
全
所
よ
り
徒
歩
に
て
六
時
過
新
庄
に
着
。
全

所
投
宿
。

廿
二
日
、
午
前
八
時
新
庄
発
。
小
峠
迄
葦
鞘
鮎
り
車
行
、
全
所
よ
り
歩
行
。
勝

山
に
て
昼
飯
。
全
所
よ
り
車
行
、
福
渡
え
午
后
六
時
過
着
。
全
所
投
宿
。

廿
三
日
、
午
前
七
時
福
渡
よ
り
車
行
、
岡
山
に
て
昼
飯
。
三
□
迄
。
全
所
よ
り

汽
車
に
て
午
后
十
一
時
大
阪
に
着
。

　
　
山
陰
地
域
研
究
（
伝
統
文
化
）
第
十
号
　
　
一
九
九
四
年
三
月

廿
四
日
、
大
阪
滞
在
。

廿
五
日
、
午
前
七
時
廿
七
分
汽
車
に
て
大
阪
発
、
午
后
一
時
五
十
七
分
名
古
屋

へ
着
。
全
所
投
宿
。

廿
六
日
、
午
前
五
時
四
十
五
分
名
古
屋
汽
車
発
、
静
岡
に
て
車
中
昼
飯
。
午
后

五
時
三
十
五
分
東
京
着
。
麹
町
区
下
二
番
町
廿
二
番
地
、
植
田
ハ
ン
方
へ
投
宿
。

廿
七
日
、

廿
八
日
、
松
田
義
雄
を
訪
ふ
。
不
在
。
樹
鰍
姻
。

廿
九
日
」
珊
細
議
醐
雌
覇
舳
帰
ゑ

三
十
日
、
請
願
事
牛
打
合
の
為
め
、
午
前
九
時
よ
り
富
士
見
町
富
士
見
軒
に
於

て
、
千
家
尊
福
、
岡
崎
運
兵
衛
、
佐
々
木
善
右
衛
肝
二
局
橋
久
次
郎
、
田
部
長

右
衛
門
、
佐
藤
喜
八
郎
、
園
山
勇
、
岡
本
金
太
郎
、
福
岡
世
徳
集
会
。
請
願
書

を
提
出
す
る
と
同
時
に
請
願
の
理
由
書
を
印
刷
に
付
し
、
両
院
議
員
井
各
大
臣

に
配
賦
す
る
こ
と
に
決
す
。
洋
食
を
喫
す
。
会
費
一
円
十
一
銭
。

三
十
一
日

貴
族
院
請
願
。

二
月
一
日

午
前
九
時
よ
り
園
山
、
佐
藤
、
岡
本
と
板
垣
伯
を
訪
ひ
、
引
懸
け
神
楽
坂
島
金

に
て
昼
飯
。
松
平
伯
訪
問
。
其
よ
り
厚
生
館
に
て
田
口
卯
吉
の
演
説
を
聴
き
、

黄
昏
帰
宿
。

二
月
二
日

佐
藤
、
岡
本
と
同
行
、
午
前
十
時
発
宿
。
招
魂
社
内
を
散
歩
、
神
田
眼
鏡
よ
り

馬
車
に
乗
り
、
上
野
雁
鍋
に
て
昼
飯
。
午
后
一
時
よ
り
上
野
公
園
内
散
歩
、
盆

栽
共
進
会
を
観
、
金
杉
村
栄
泉
堂
に
於
て
志
る
古
を
食
ひ
、
又
上
野
よ
り
神
田

眼
迄
馬
車
、
又
九
段
坂
下
よ
り
人
力
車
に
て
黄
昏
帰
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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二
月
三
日

午
前
九
時
伯
書
倉
吉
武
信
某
来
り
、
雲
伯
共
同
し
て
五
州
一
県
を
実
行
せ
ん
こ

と
を
談
し
て
去
る
。
十
時
出
宿
、
岡
本
、
大
久
保
公
哀
悼
の
碑
を
観
、
転
し
て

愛
宕
の
高
塔
に
登
り
、
芝
公
園
に
赴
き
徳
川
氏
の
廟
を
拝
観
し
、
終
て
勧
工
場

観
覧
、
松
田
楼
（
鯨
橋
）
昼
飯
を
喫
し
、
岡
崎
の
邸
を
訪
ひ
、
引
懸
け
中
條
氏

を
訪
、
数
十
分
談
話
し
て
帰
る
。

二
月
四
日

午
前
十
時
衆
議
院
傍
聴
の
為
め
、
岡
本
と
共
に
佐
藤
を
誘
ひ
た
る
処
、
偶
中
條

政
恒
来
り
た
る
を
似
て
外
出
す
る
能
は
ず
、
遂
に
佐
藤
に
て
昼
飯
を
喫
し
、
午

　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

后
二
時
よ
り
衆
議
員
傍
聴
、
同
五
時
帰
る
。
此
日
禄
太
郎
来
り
、
昼
飯
を
喫
し

一
泊
、
翌
朝
飯
を
喫
し
て
帰
る
。

二
月
五
日

午
前
八
時
二
十
分
北
尾
来
る
。
全
二
十
分
出
宿
、
上
野
迄
人
力
車
行
。
全
所
よ

り
佐
藤
、
園
山
、
岡
本
と
共
に
十
時
三
十
分
発
の
汽
車
に
て
王
子
に
往
く
。
雨

森
辰
太
郎
先
づ
在
り
、
竹
中
桿
を
誘
ひ
、
扇
屋
に
往
き
昼
飯
を
喫
し
、
竹
中
の

案
内
に
て
抄
紙
場
を
巡
覧
、
終
て
毛
糸
羅
紗
製
造
所
を
観
る
。
午
后
六
時
十
四

分
の
汽
車
に
て
上
野
迄
帰
り
、
全
所
よ
り
人
力
車
に
て
八
時
帰
宿
。
全
二
十
分

禄
太
郎
来
り
、
全
夜
帰
る
。

二
月
六
日

午
前
九
時
過
ぎ
小
数
賀
貞
太
郎
来
る
。
金
壱
園
を
恵
与
す
。
十
時
頃
和
田
守
菊

次
郎
来
る
。
暫
時
に
し
て
帰
る
。
十
一
時
過
よ
り
岡
本
と
共
に
四
ツ
谷
三
河
屋

醜
に
至
り
、
昼
飯
を
喫
し
、
午
后
一
時
に
帰
る
。
同
二
時
雑
賀
啓
次
郎
来
る
。

同
三
時
過
園
山
勇
来
り
、
夜
食
を
喫
し
、
同
八
時
過
帰
る
。
此
夜
吉
田
久
胤
来

る
。
十
一
時
過
帰
る
。

二
月
七
日

午
前
九
時
岡
本
、
園
山
と
神
楽
坂
松
平
伯
の
邸
に
注
き
（
け
功
車
）
、
山
口
に
面

会
し
学
校
の
件
を
談
じ
、
全
邸
に
て
昼
飯
を
喫
し
、
午
后
一
時
過
全
邸
を
退
き
、

途
中
よ
り
人
力
車
に
乗
り
、
上
野
博
物
館
観
覧
す
。
刀
剣
に
て
は
、

　
　
　
刀

備
前
国
友
成
、
来
国
行
、
備
前
三
郎
国
宗
、
筑
前
左
、
村
正
、
来
国
光
、
肥
前

国
、
近
江
大
接
忠
広
二
口
、
繁
慶
、
馬
徹
等
あ
り

　
　
　
短
刀

信
国
、
相
州
秋
広
、
備
前
康
光
、
備
前
盛
光
、
備
前
康
継
等
あ
り

上
野
よ
り
今
川
橋
迄
馬
車
に
乗
る
。
此
間
に
て
見
認
印
井
銀
貨
、
銅
貨
取
交
ぜ

三
十
銭
余
遣
失
す
。

本
通
り
旅
籠
町
捨
四
番
地
に
て
フ
ラ
ン
ネ
ル
を
買
ひ
、
日
本
橋
通
り
に
出
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

銀
座
の
牛
肉
店
に
て
喫
飯
、
引
懸
け
片
山
健
吉
を
訪
ふ
。
西
山
志
澄
、
北
川
某
、

竹
内
綱
在
り
。
談
話
数
刻
に
し
て
帰
る
。
途
中
よ
り
人
力
車
に
乗
り
、
園
山
旅

宿
迄
行
き
、
十
一
時
ぎ
帰
宿
す
。

二
月
八
日

午
前
十
一
時
過
園
山
、
岡
本
と
四
ツ
谷
三
河
屋
醜
に
至
り
、
昼
飯
を
喫
す
。
食

終
る
や
門
田
正
経
来
る
。
共
に
旅
宿
に
帰
る
。
其
時
午
后
一
時
過
な
り
。
談
話

中
桑
谷
武
一
郎
来
る
。
同
三
時
遇
き
門
田
、
桑
谷
去
る
。
四
時
過
菅
田
致
敬
来

る
。
談
話
数
刻
に
し
て
去
る
。
高
橋
久
次
郎
、
佐
藤
喜
八
郎
、
田
部
長
右
衛
門

又
来
る
。
暫
時
に
し
て
田
部
、
佐
藤
去
る
。
園
山
、
高
橋
は
タ
飯
を
喫
し
、
高

橋
は
八
時
過
去
る
。
頃
く
し
て
雨
森
辰
太
郎
、
禄
太
郎
と
共
に
来
る
。
九
時
半

請
願
書
到
達
す
。
十
一
時
雨
森
、
園
山
は
去
り
、
禄
太
郎
は
泊
す
。

二
月
九
日
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午
前
九
時
佐
藤
の
宿
所
に
至
り
、
請
願
書
を
綴
り
終
て
昼
飯
を
喫
し
、
貴
族
院

へ
は
来
海
孝
蔵
に
願
書
を
持
た
せ
出
た
す
。
零
時
十
分
佐
藤
、
岡
本
、
園
山
と

請
願
書
を
携
へ
衆
議
院
に
至
り
、
岡
崎
の
手
を
経
て
請
願
書
を
提
出
し
、
議
事

を
傍
聴
し
、
午
后
三
時
半
議
院
を
退
き
、
山
王
社
に
詣
て
、
四
時
半
帰
宿
。
此

夜
1
，
1
，
1
，
1
芳
原
に
行
く
。
1
，
1
強
て
余
を
誘
は
ん
と
す
。
余
敢
て

辞
し
、
往
か
す
。

二
月
十
日

昨
日
貴
族
院
へ
請
願
書
を
出
し
た
る
は
、
書
面
の
認
め
方
等
を
問
合
せ
た
る
迄

に
付
、
本
日
午
前
十
時
佐
藤
喜
八
郎
と
両
貴
族
院
に
出
頭
、
千
家
、
田
部
の
両

人
に
面
会
、
願
書
上
は
書
き
の
体
裁
を
訪
ひ
、

島
根
鳥
取
両
県
併
管
の
義
請
願

　
　
　
　
　
　
佐
藤
喜
八
郎

請
願
人
　
　
　
　
外
何
千
何
百
名

と
記
載
し
て
両
名
に
渡
し
、
紹
介
を
頼
み
て
退
く
。
同
十
一
時
過
帰
宿
。
禄
太

郎
在
り
、
国
元
よ
り
送
り
し
金
拾
三
円
を
請
取
り
、
禄
太
郎
を
携
へ
四
ツ
谷
三

河
屋
に
至
り
、
昼
飯
を
喫
し
、
零
壁
二
十
分
帰
宿
し
、
請
願
書
拘
の
校
合
を
為

し
た
り
。
午
后
第
四
時
岡
本
帰
宅
、
送
金
百
円
を
請
取
る
。
四
時
半
田
部
長
右

衛
門
来
る
。
暫
時
に
し
て
去
る
。
禄
太
郎
も
尋
て
去
る
。
岡
本
活
版
所
に
至
り
、

請
願
書
印
刷
百
五
十
部
を
六
円
に
約
し
て
帰
る
。
夜
食
後
佐
藤
、
園
山
を
訪
ひ
、

十
時
過
き
帰
宿
。

二
月
十
一
日

午
前
第
九
時
園
山
に
往
く
。
桑
谷
と
共
政
党
将
来
の
事
を
談
し
、
十
一
時
帰
宿
。

岡
本
と
共
に
出
宅
、
芝
の
今
朝
と
申
す
処
に
て
昼
飯
の
後
、
芝
勧
工
場
に
至
り
、

午
后
五
時
帰
る
。
禄
太
郎
、
中
村
曳
早
太
郎
と
共
に
先
つ
在
り
、
鶴
岡
酢
を
取

り
夜
食
を
喫
せ
し
む
。
館
齢
余
夜
に
入
り
佐
藤
、
園
山
、
桑
谷
、
武
俣
来
る
。

十
一
時
過
き
皆
去
る
。

二
月
十
二
日

午
前
九
時
岡
崎
方
を
訪
ひ
、
請
願
書
受
理
の
有
無
を
聞
き
、
其
れ
よ
り
禄
太
郎

の
下
宿
を
訪
、
宿
主
成
合
に
面
会
、
鶏
卵
五
十
柑
捕
プ
銭
を
贈
り
、
十
一
時
前

禄
太
郎
と
共
に
人
力
車
に
乗
り
、
渡
部
和
光
を
訪
ひ
、
暫
時
談
話
の
末
、
三
人

浅
草
松
田
楼
に
於
て
喫
飯
飢
十
銭
、
午
后
一
時
吾
妻
橋
頭
よ
り
川
蒸
気
船
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

両
国
迄
往
き
、
回
向
院
の
相
撲
を
覧
、
午
后
四
時
宅
す
。

十
五
日

午
前
十
時
白
根
専
一
を
訪
ふ
。
不
在
に
付
、
請
願
書
写
を
置
き
、
去
る
。
千
家

尊
福
を
訪
ひ
暫
時
談
話
の
後
、
尾
崎
三
良
を
訪
ふ
。
在
宿
な
れ
ど
も
面
会
せ
ず
、

請
願
を
置
き
帰
る
。
河
野
広
中
を
訪
ふ
。
暫
時
談
語
、
請
璽
目
を
出
し
て
帰
る
。

麻
布
飯
倉
町
に
て
昼
飯
を
喫
し
汕
ろ
、
芝
公
園
勧
工
場
に
往
き
、
末
松
謙
澄
を

訪
ふ
。
不
在
に
付
、
請
願
書
を
置
き
、
去
る
。
福
田
久
徳
を
訪
ふ
。
不
在
。
岡

崎
平
内
を
訪
ふ
。
不
在
。
請
願
書
を
置
く
。
三
時
遇
新
橋
よ
り
馬
車
に
て
浅
草

鴎
遊
館
の
懇
親
会
に
臨
む
。
出
席
者
　
　
　
会
費
六
十
銭

中
溝
為
雄
　
　
　
　
梅
謙
次
郎

山
口
宗
義

本
庄
太
一
郎

井
川
例

山
口
亮

山
本
某

田
部
長
右
衛
門

曽
田
亀
三
郎

高
橋
基
一

山
田
恒
太
郎

岸
清
一

広
田
金
吾

佐
藤
喜
八
郎

山
陰
地
域
研
究
（
伝
統
文
化
）

第
十
号
　
　
一
九
九
四
年
三
月

一
九
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園
山
勇
　
　
　
　
　
岡
本
金
太
郎

桑
谷
武
一
郎
　
　
　
余

　
　
計
十
八
名

高
橋
基
一
、
山
本
某
の
演
説
あ
り
。
午
后
九
時
退
散
、
徒
歩
に
て
十
一
時
に
帰

る
。二

月
十
六
日

午
前
九
時
白
根
に
往
く
。
面
会
せ
ず
。
園
山
と
高
橋
久
次
郎
を
訪
ひ
、
十
二
時

前
帰
宅
。
直
ち
に
三
人
出
宅
。
四
ツ
谷
に
て
昼
飯
。
四
谷
本
町
散
歩
。
志
る
古

を
喫
し
、
午
后
三
時
帰
る
。
夜
に
入
り
園
山
、
岡
本
と
共
に
加
藤
平
四
郎
を
訪

ひ
、
小
林
橦
雄
を
訪
ふ
郁
。
福
田
久
恒
を
訪
ひ
、
十
時
過
帰
る
。

十
七
日

午
前
九
時
四
人
白
根
専
一
を
訪
ふ
。
不
在
。
園
山
、
岡
本
は
新
井
章
吾
を
訪
ひ
、

佐
藤
と
余
は
山
田
東
次
を
訪
ふ
。
面
会
、
談
話
数
刻
に
し
て
帰
宿
。
園
山
、
岡

本
先
つ
帰
り
居
る
。
新
井
在
宿
な
り
し
も
出
勤
時
刻
に
付
き
面
会
せ
す
。
中
庭

に
て
岩
崎
萬
次
郎
に
会
ひ
、
請
願
の
こ
と
を
談
し
た
る
由
。
午
前
十
一
時
手
を

分
け
て
惣
方
を
訪
ふ
。
余
は
昼
飯
を
喫
し
、
零
時
三
十
分
よ
り
車
に
て
富
田
鉄

之
助
、
蜂
須
賀
義
詔
、
清
岡
公
張
、
渡
部
又
三
郎
、
林
友
幸
を
訪
ふ
。
皆
不
在
。

三
浦
安
を
訪
。
在
宿
、
面
会
。
事
情
を
述
て
去
る
。
某
よ
り
鵜
飼
知
久
、
佐
久

間
を
訪
ひ
、
午
后
四
時
帰
る
。
渡
部
又
を
訪
ひ
し
序
に
中
溝
為
雄
を
訪
ふ
。
不

在
。
名
刺
を
置
く
。

十
八
日

午
前
八
時
白
根
次
官
を
訪
ふ
。
面
会
せ
ず
。
中
村
弥
六
を
訪
ふ
。
暫
時
談
話
、

一
旦
帰
宿
。
三
人
に
て
松
平
邸
に
往
く
。
佐
藤
先
つ
在
り
、
松
平
伯
に
謁
す
。

全
邸
に
て
昼
飯
を
喫
し
、
岡
本
と
共
に
近
藤
書
記
官
を
訪
ひ
、
引
懸
け
箕
浦
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

人
を
訪
ふ
。
不
在
。
午
后
五
時
帰
る
。
此
日
人
力
車
雇
切
り
。
夜
に
入
り
片
岡

健
吉
を
訪
ふ
。
不
在
。

十
九
日

風
邪
気
に
付
、
終
日
在
宿
。
午
后
二
時
門
脇
滋
雄
来
訪
。
地
価
修
正
請
願
の
為

め
上
京
、
同
意
を
得
た
し
と
述
ふ
。
談
話
数
刻
に
し
て
去
る
。
田
辺
長
右
衛
門

来
る
。
請
願
書
謄
本
を
貴
族
院
議
員
に
配
賦
し
了
り
し
こ
と
を
報
し
て
去
る
。

禄
太
郎
来
る
。
来
海
孝
造
等
と
衆
議
院
議
員
に
配
賦
す
へ
き
請
願
書
の
謄
本
の

　
　
マ
　
　
　
マ

部
分
し
て
高
橋
久
次
郎
に
送
る
。

二
十
日

午
前
八
時
過
き
佐
藤
と
共
に
白
根
内
務
次
官
を
訪
ひ
面
会
す
。
請
願
の
意
を
陳

情
し
、
去
る
。
元
田
肇
を
訪
ふ
。
面
会
せ
す
。
十
時
過
帰
宿
。
十
二
時
岡
本
と

四
ツ
谷
三
河
屋
に
至
り
昼
飯
を
喫
し
、
一
時
に
帰
り
、
更
に
出
宿
。
井
川
渕
を

訪
ひ
、
暫
時
談
話
の
後
、
松
原
新
之
助
を
訪
ふ
。
不
在
。
武
俣
欽
明
、
山
田
恒

太
郎
を
訪
ふ
。
皆
不
在
。
曽
田
幸
三
郎
を
訪
ふ
。
暫
時
談
話
。
松
南
宏
雅
、
菊

地
侃
二
、
林
宥
造
、
安
部
井
磐
根
、
芳
野
□
経
を
訪
ふ
。
皆
不
在
。
午
后
六
時

帰
宿
。
禄
太
郎
在
り
。
同
七
時
半
竹
内
平
太
郎
来
る
。
暫
く
し
去
る
。
禄
太
郎

も
亦
去
る
。
此
日
人
力
車
雇
切
り
。

廿
一
日

午
前
八
時
過
杉
田
定
一
を
訪
ふ
。
面
会
せ
ず
。
有
友
正
親
、
折
田
蕪
至
、
佐
々

田
愁
を
訪
ふ
。
皆
面
会
す
。
遠
藤
遠
太
を
訪
ふ
。
不
在
。
十
一
時
一
旦
帰
宿
。

更
に
神
田
区
連
雀
町
、
禄
太
郎
宿
所
往
、
禄
太
郎
、
中
村
と
共
に
肉
店
に
至
り
、

昼
飯
を
喫
し
、
中
村
と
は
分
れ
、
禄
太
郎
と
浅
草
公
園
に
遊
び
、
凌
雲
閣
に
登

る
。
十
一
階
に
て
上
層
に
達
す
。
七
層
迄
は
電
気
に
て
釣
上
く
。
そ
ポ
よ
り
蝋

細
工
を
観
、
又
禄
太
郎
宿
所
迄
往
き
、
午
后
五
時
帰
宿
。
山
田
恒
太
郎
在
り
、
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暫
時
談
話
し
去
る
。

廿
二
日

午
前
八
時
竹
内
平
太
郎
に
至
り
、
田
中
正
造
に
至
る
。
談
話
数
刻
、
近
藤
準
平
、

佐
々
友
房
を
訪
ふ
。
皆
不
在
。
遊
就
館
を
観
る
。
午
前
十
一
時
過
帰
り
、
佐
藤

に
往
く
。
村
田
寂
順
師
在
り
、
暫
時
談
話
し
て
帰
る
。
午
后
二
時
園
山
来
る
。

尋
で
井
川
例
、
曽
田
幸
三
郎
来
る
。
三
時
井
川
、
曽
田
去
る
。
午
后
五
時
武
俣

欽
明
来
る
。
同
六
時
岡
本
と
共
に
銀
座
散
歩
、
九
時
帰
る
。
園
山
、
武
俣
、
桑

谷
、
禄
太
郎
在
り
、
園
山
、
武
俣
、
桑
谷
は
十
一
時
去
る
。
禄
太
郎
は
泊
す
。

廿
三
日

午
前
八
時
半
出
宅
。
□
田
□
造
を
訪
ふ
。
渡
邊
又
三
郎
を
訪
ふ
。
又
面
会
せ
す
。

大
東
義
徹
を
訪
ふ
。
不
在
。
九
時
半
帰
る
。
十
一
時
半
岡
本
と
共
に
天
金
に
て

昼
飯
を
喫
し
、
三
重
、
徳
島
両
県
地
価
修
正
事
務
所
を
訪
ひ
、
辻
某
に
面
会
し
、

午
后
二
時
帰
る
。
二
時
半
園
山
来
る
。
四
時
廣
田
畦
平
来
る
。
暫
時
に
し
て
去

る
。
五
時
園
山
と
共
に
松
原
新
之
助
の
案
内
に
依
り
、
日
本
橋
区
亀
島
町
借
楽

園
に
至
り
、
支
那
料
理
の
饗
応
に
預
る
。
山
崎
幹
も
共
に
饗
に
預
る
。
十
時
園

山
と
共
に
帰
る
。

廿
四
日

午
前
九
時
松
平
伯
邸
に
往
き
、
伯
に
随
ひ
砲
兵
工
廠
一
見
、
午
后
一
時
富
士
軒

マ
　
マ

に
軒
に
於
て
伯
よ
り
洋
食
の
饗
応
を
受
く
。
午
后
三
時
帰
る
。
曽
野
間
来
る
。

夜
食
後
園
山
宿
に
往
き
、
十
一
時
帰
る
。

廿
五
日

午
前
九
時
過
よ
り
三
條
公
葬
儀
を
観
る
。
神
田
松
本
酔
肉
に
て
昼
飯
を
喫
し
、

浅
草
よ
り
芳
原
郭
外
上
野
を
経
て
、
午
后
第
五
時
過
帰
宿
。

廿
六
日
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午
前
八
時
半
よ
り
岡
本
と
共
に
檀
木
枝
盛
、
田
邊
三
五
郎
、
村
上
角
五
郎
を
訪

ふ
。
皆
面
会
せ
す
。
澤
田
弼
を
訪
ふ
。
不
在
。
逓
信
省
に
於
て
同
人
に
面
会
。

十
一
時
過
帰
り
、
園
山
等
と
宝
亭
に
於
て
洋
食
を
喫
し
、
午
后
四
時
松
平
家
に

往
き
、
引
懸
け
三
村
只
右
衛
門
方
に
往
き
、
夜
食
の
饗
応
を
受
け
、
同
八
時
半

帰
り
、
佐
藤
に
往
き
、
十
一
時
過
き
帰
る
。

廿
七
日

午
后
一
時
よ
り
四
人
に
て
市
村
座
芝
居
を
観
、
同
六
時
帰
宅
。

廿
八
日

午
前
十
時
園
山
に
行
き
、
十
一
時
よ
り
単
独
に
て
日
本
橋
、
京
橋
辺
買
物
を
為

し
、
京
橋
区
肉
店
に
て
昼
飯
。
午
后
二
時
園
山
に
行
き
、
暫
時
談
話
、
四
時
帰

る
。三

月
一
日

午
前
八
時
出
発
。
松
南
宏
雅
を
訪
ふ
。
談
話
数
刻
、
全
人
の
話
に
、
復
轄
論
に

尽
力
す
る
積
り
な
り
。
会
見
県
設
置
論
は
業
々
懸
る
こ
と
に
て
無
し
と
考
ふ
。

復
轄
の
請
願
書
は
二
月
廿
三
日
、
岡
崎
、
高
橋
、
佐
々
木
に
紹
介
人
と
な
り
貰

ひ
、
呈
出
す
。
石
見
転
管
論
は
廿
四
日
に
佐
々
田
に
頼
ま
れ
、
自
分
も
紹
介
人

と
な
り
て
請
願
書
を
出
す
。
自
分
が
弥
生
倶
楽
部
に
入
会
せ
し
も
、
政
党
と
結

託
し
て
復
轄
の
事
を
貫
か
ん
が
た
め
な
り
と
。

引
懸
け
菊
地
、
芳
野
を
訪
ふ
。
皆
不
在
。
明
法
堂
へ
行
き
、
商
法
正
義
の
紙
代

金
六
十
八
銭
を
払
い
、
近
藤
彦
之
助
を
訪
ひ
、
帰
る
。
十
一
時
過
な
り
。
戸
田

忠
幸
在
り
、
暫
時
に
し
て
帰
る
。
午
后
二
時
半
よ
り
高
橋
基
一
を
訪
ふ
。
談
数

刻
、
菅
野
致
敬
を
訪
ふ
。
不
在
、
帰
る
。
午
后
五
時
岸
清
一
来
る
。
酒
飯
を
出

す
。
禄
太
郎
来
る
。
禄
太
郎
は
九
時
半
、
岸
は
十
時
に
帰
る
。

二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
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午
前
九
時
高
橋
久
次
郎
を
訪
ふ
。
暫
時
談
話
、
千
家
へ
暇
乞
に
行
く
。
不
在
。

松
平
家
に
往
く
。
伯
に
面
謁
、
日
本
道
徳
論
、
弘
道
会
大
意
各
壱
部
を
修
道
館

に
贈
ら
る
。
余
に
も
贈
ら
る
。
同
所
に
て
昼
飯
、
弓
珪
け
麹
町
区
役
所
に
出
て

区
長
に
面
会
を
求
む
。
用
事
あ
り
と
て
出
納
掛
り
書
記
松
島
澄
人
面
会
す
。
暫

時
談
話
。
二
時
帰
宅
す
。
高
橋
基
一
、
谷
清
瀬
来
る
。
四
時
過
よ
り
禄
太
郎
来

る
。
六
時
知
久
へ
暇
乞
に
往
く
。
北
尾
、
岡
崎
へ
も
往
く
。
八
時
帰
り
、
園
山

に
往
く
。
此
夜
雨
森
辰
太
郎
来
る
。
松
平
家
よ
り
贈
物
を
受
く
。

三
日

午
前
八
時
半
渡
部
又
三
郎
を
訪
ふ
。
談
話
数
刻
に
し
て
去
る
。
雷
新
聞
社
に
往

き
、
林
々
次
郎
に
面
会
、
十
一
時
前
帰
る
。
高
橋
基
一
在
り
。
十
二
時
園
山
来

る
。
共
に
平
川
町
い
ろ
は
に
至
り
、
昼
飯
を
喫
し
て
帰
る
。
午
后
五
時
佐
藤
、

岡
本
、
園
山
と
四
人
岡
崎
に
至
る
。
佐
々
木
、
高
橋
久
次
郎
先
つ
在
り
。
全
所

に
て
夜
饗
を
喫
し
、
引
懸
け
佐
藤
に
往
き
、
十
時
帰
る
。

四
日

午
前
九
時
田
部
に
往
き
、
多
額
納
税
者
を
説
く
こ
と
を
頼
み
、
佐
藤
に
往
く
。

昼
飯
は
鰻
飯
を
取
寄
せ
食
ふ
。
午
后
二
時
岡
崎
運
兵
衛
来
り
、
石
見
転
管
□
□

取
消
の
こ
と
を
報
す
。
午
后
二
時
半
帰
る
。
同
三
時
過
斬
髪
店
に
至
り
、
斬
髪

す
。
夜
食
後
園
山
に
往
き
、
諸
計
算
を
遂
け
、
十
二
時
帰
る
。

五
日

午
前
河
島
□
、
末
松
謙
讃
を
訪
ふ
。
面
会
せ
ず
。
内
務
大
臣
に
請
願
□
写
を
呈

す
。
十
時
過
帰
る
。
午
后
一
時
佐
藤
、
園
山
来
る
。
六
時
渡
部
和
光
来
る
。
六

時
半
よ
り
沢
田
弼
を
訪
ふ
。
暫
時
談
話
。
八
時
帰
り
、
喫
飯
。
直
に
園
山
に
至

り
、
十
一
時
帰
る
。
園
山
に
て
は
岡
本
、
渡
部
和
光
等
と
園
山
子
息
の
こ
と
に

付
き
相
談
。

六
日

午
前
八
時
半
千
家
に
至
り
、
請
願
事
件
の
模
様
を
問
ふ
。
九
時
過
帰
る
。
園
山

に
至
る
。
岡
本
も
来
る
。
十
二
時
前
帰
宅
。
裁
縫
師
来
り
、
身
体
の
寸
法
を
取

り
帰
る
。
鮨
と
鍋
と
を
取
り
寄
せ
食
ふ
。
午
后
在
宿
。
夜
食
後
園
山
に
往
き
、

九
時
過
帰
る
。

七
日

椎
野
正
次
郎
、
林
林
二
郎
、
井
川
捌
来
る
。
井
川
渕
は
昼
飯
を
喫
し
帰
る
。
午

后
一
時
北
尾
に
診
察
を
乞
ひ
、
茶
を
服
す
。
午
后
三
時
よ
り
禄
太
郎
来
る
。
夜

に
入
り
山
口
、
雨
森
、
岸
、
林
、
高
橋
、
引
野
、
園
山
来
り
、
十
一
時
帰
る
。

三
月
八
日

見
送
り
離
嫡
ポ
椎
質
中
何
成
相
。
午
前
六
時
発
車
、
午
后
五
時
三
十
分
名
古
屋

に
着
。
秋
琴
楼
に
投
宿
す
。

九
日

午
前
五
時
四
十
五
分
名
古
屋
発
車
、
十
一
時
五
分
京
都
に
着
。
麹
屋
町
通
姉
ケ

小
路
上
る
柊
屋
事
西
村
庄
右
衛
門
方
に
投
宿
。
午
后
二
時
よ
り
岡
本
と
同
車
に

て
栗
田
の
仙
洞
御
所
よ
り
智
恩
院
、
祇
園
、
清
水
寺
、
大
仏
、
両
本
願
寺
を
巡

観
、
五
時
帰
宿
す
。

十
日

午
前
十
一
時
過
停
車
場
に
至
る
。
発
車
に
後
る
。
近
所
の
旅
店
に
休
憩
し
、
昼

飯
を
喫
し
、
十
二
時
四
十
八
分
発
車
、
二
時
十
八
分
大
阪
着
。
西
区
土
佐
壕
裏

町
、
福
岡
家
に
投
宿
す
。

十
一
日

午
前
七
時
大
阪
発
車
。
神
戸
に
て
乗
替
、
八
時
廿
五
分
発
車
、
十
一
時
四
十
分

梨
原
へ
着
。
片
上
迄
腕
車
、
二
時
半
着
。
全
所
に
て
昼
飯
。
午
后
六
時
半
岡
山
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へ
着
。
全
所
三
好
野
へ
投
宿
。

十
二
日

午
前
七
時
半
岡
山
発
。
十
一
時
半
福
渡
に
着
。
昼
飯
。
午
后
六
時
半
勝
山
着
。

岸
屋
に
投
宿
。

十
三
日
・
午
前
八
時
半
勝
山
を
発
し
歩
行
し
、
十
一
時
半
美
甘
に
着
。
全
所
昼

飯
。
午
后
六
時
根
雨
に
着
。
茶
屋
に
て
投
宿
。

十
四
日
　
午
前
八
時
根
雨
発
。
十
二
時
半
米
子
に
着
。
同
所
迄
出
迎
あ
り
。
四

時
全
所
よ
り
乗
船
。
午
后
五
時
岡
崎
ロ
ロ
□
上
陸
。
六
時
過
帰
宅
。

一
拾
五
銭

一
七
銭
五
厘

一
拾
四
銭

一
拾
七
銭

九
十
□
銭

壱
円

壱
円
九
十
銭

手
套

襟襟
飾
り

袖
口

常
松
ヨ
リ
合

役
所
小
使
へ

席
□
酒
代

麹
町
区
富
士
見
町
二
丁
目
柑
八
番
地
　
岡
崎
運
兵
衛

四
十
五
銭
　
電
話
料

麹
町
五
丁
目
五
番
地
　
ヤ
ナ
ガ
ハ
ヘ
イ
ス
ケ
方
佐
藤
喜
八
郎
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